
第 2 回くらす部会会議録 

日 時 2017 年 5 月 25 日（木）13：30～15：30 

場 所 地域連携交流施設 1 階 図書室 

テーマ 1、 本日参加メンバー 

2、 協議課題 

3、 その他 

4、 次回開催日の調整 

内容 1、 参加メンバー：17 名 

  

2、協議課題 

○障害者計画について 

どんなアンケートがあればいいか、前回のアンケートを参考にして考えましょう 

※（当）：当事者向け （般）一般向け （全）どちらも 

   権利擁護 

     ・（当）困っていることを伝えたことがありますか 

     ・（当）相談する所がありますか。それはどこですか。誰ですか 

     ・（当）親亡き後の権利は誰が守りますか、守ってくれますか 

     ・（当）必要な情報が届いていますか 

     ・（当）自由に移動できることで全員が社会参加できる社会になる。 

→現在の移動での困難状況の把握 

（移動をあきらめていないか、タクシーチケットの量は適切なのか） 

         →播磨町に必要な移動手段は何か （コミュニティバスなど） 

     ・（般）障がいのある人から困っている事を聞いたことがありますか。その時はどうしましたか。次につ

ながりましたか？ 

     ・（般）障害を理由に断った事がありますか 

     ・（全）あなたの権利にはどんなものがありますか。それは守られていますか 

     ・（全）成年後見制度を知っていますか 

    障害への理解 

     ・（当）医療モデル・社会モデルの違いを知っていますか 

     ・（当）障がいのある人への理解は進んでいると感じますか 

     ・（当）地域の行事に参加していますか 

     ・（般）あなたの身近に障がいのある人はいますか 

     ・（般）地域の中で障がいを持った人との関わりはあるのか。関わりを持つことは、歓迎か・不安か・怖

いかなど 

     ・（般）共生社会 

     ・（全）お互いが歩み寄る 

    差別解消法・合理的配慮 

     ・（当）どういう配慮があれば生活しやすいですか→例も上げた上で自由記載 

     ・（当）合理的配慮を受けたことがありますか 

     ・（当）自分から合理的配慮の意思を表明したことがありますか 

     ・（般）合理的配慮を知っていますか求められた事があるか、したことがあるか 

     ・（般）学校や職場でどのような配慮をされていますか 



     ・（全）法律の周知、状況の把握 

    相談支援 

     ・（当）問 13「 相談する人がいない」という話をよく聞くので、この項目はを上に上げる。その他は

後 

    福祉サービス 

     ・（当）問 14 「どこで入手できるか分からない」をよく聞くので、上に上げる。その他は 後 

             身近な関係者を上に、学校や通所先などを上に 

     ・（当）問 15 サービス名ではなく、手伝ってほしい具体的な内容の方が分かりやすい。家事（調理・

掃除）や外出時についていってほしい等 

    防災 

     ・（当）問 23 質問の狙いが、今一つ分からない。狙いの分かる質問を 

         例えば、災害時、誰に助けてほしいか。自治会（近隣の人）に情報を伝えることをどのように思

うかなど。拒否であればその理由も 

     ・（当）行政や家族以外で自分の障害の事を伝えている人はいますか。 

         １．学校や職場 ２．民生委員や地域の人 ３．その他 

    生活環境 

     ・（当）問 20 通勤・通学・通院以外が何になるのかを記載する（買い物など） 

     ・（当）問 22 必要とするものではなく、不便に感じるものをあげる 

     ・（般）問 25 播磨町内の危険を感じる具体的な場所を書く欄を設ける 

    その他 

     ・アンケートの書式について「○つまで」の制限をなくすか、制限があるなら優先順位をつける 

     ・冒頭から「関心があるか」と問われるより、環境等の身近で分かりやすい質問に答えてからの方が

答えやすい 

     ・大枠の質問（改善されているか）から具体的な項目より、具体的な項目から大枠の質問の順が考え

やすく感じます。 

     ・（当）ルビのため量が多く見えて圧迫感がある 

     ・（当）サービス内容が分からない。イラスト等があればいいのではないか 

     ・（当）集まって詳しく説明が聞ける場があればいいのではないか 

     ・（当）言葉が難しい。本人の言葉で 

     ・（般）健常者の目線から障害者を見ているので、もし自分が障害者になったら・・・・という当事者の

目線でアンケートに答えてもらうことが必要だと思う。答えやすいのではないか 

 

   ○くらす場所見学会 

     ・精神障害者のグループホームに見学 

     ・時期は、昨年と同様 10 月～11 月あたり 

 

   ○くらし方の勉強会 

     ヘルパーについて  （部会メンバーのヘルパー利用状況を話してもらう） 

     どんな時に、どんな事でヘルパーさんを利用するか考えてみましょう 

      

精神障害 

      ・家事援助 片付け・掃除・食事・買い物・洗濯 



      ・通院介助 身体介助なし（内科・外科などの付き添い） 

      ・移動支援 家族以外の人と過ごす事に慣れる 散歩（日光に当たる） 

     身体障害 

      ・居宅介護（身体） 着替え 入浴（清拭） トイレ（おむつ交換） 食事介助 歯磨き 

      ・居宅介護（家事） 掃除 洗濯 買い物 調理 

      ・居宅介護（通院） 通院 

      ・移動支援 外出時の付き添い 買い物・散歩・行事参加・旅行 

     知的障害 

      ・食事介助 

      ・家事援助 食事づくり  買い物 掃除 

      ・身体 入浴介助 着替え 歯磨き 外出準備 トイレ 

      ・通院 薬 

     その他 

      ・居宅介護（家事） 布団干し 

      ・居宅介護（身体） 洗面 

      ・居宅介護（通院） （身体あり・なし） 通院時の送迎・公共交通機関の利用 

      ・移動支援（身体あり・なし） 余暇活動時の付き添い 

 

   ○宿泊体験 

      ・今年度も昨年と同じ時期に播磨町デイサービスセンターに依頼する  

・対象等は次回の部会で検討 

     

３、 その他 

○はたらく部会  

・はたらく現場見学会：6 月 14 日（水）9 時播磨町役場集合 予定 

・はたらくみんなのお茶会：6 月 30 日（金）13 時～14 時半 ゆうあい園 

  

○推進会議・全体研修会 

・推進会議：6 月 21 日（水）10：00～  播磨町役場 3 階 BC 会議室 

 ・全体研修会：7 月 26 日（水）10：00～12：00 播磨町健康いきいきセンター 

        講師：宮田広善 医師(姫路聖ﾏﾘｱ病院 重度障害総合支援ｾﾝﾀｰﾙﾙﾄﾞ ｾﾝﾀｰ長) 

                        西村惠子校長（東はりま特別支援学校） 

            濵口直哉 氏（地域支援センターあいあむ）  

 

４．次回開催日の調整 

  H29 年 6 月 29 日（木）13：30～15：30 地域連携交流施設  

 


